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イベントマップ

札幌市内をはじめ、近郊の地域でも様々な取り組

みが行われました。 

c a n d l e  n i g h t  s u p p o r t e r s

札幌中心部の百貨店、市内各所の企業などで取

り組みが行われました。お客様や社員への周知、

広告照明や事務所内の消灯などに取り組んでい

ただきました。 

c a n d l e  n i g h t  e v e n t s
05 キャンドルナイトイベント

夏至の日前後に行われたイベントです。テレビ塔、

時計台などの名所の消灯のほか、多くのイベント

が実施されました。 

c a n d l e  n i g h t  r e s t a u r a n t s
17 キャンドルナイトレストラン

実行委員会の呼びかけにより、市内のレストラン、

喫茶店、バーなどの飲食店が参加し、ポスター掲示、

チラシやキャンドルの配布によるお客様への周

知のほか、店内でのキャンドルサービスなどが行

われました。 
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　さっぽろキャンドルナイトは、『1年中で一

番昼が長い夏至の日、夜8時から10時の2時

間、みんなで一斉に電気を消して、スローな

夜を過ごそう。』という100万人のキャンド

ルナイトの呼びかけに賛同し、札幌市内で開

かれる様々な取り組みを、「広く市民に知ら

せる」ことで、「世界に誇れる環境文化都市

さっぽろ」の実現を目指すものです。 

　「100万人のキャンドルナイト」のきっか

けは、2001年に、アメリカのエネルギー政

策に反対してカナダで始まった自主停電運動

でした。当初、日本では、100人程度の参加

でしたが、2002年の実施を経て、2003年

には「100万人のキャンドルナイト」として、

全国に呼びかけられ、500万人以上の参加

がありました。『省エネ、平和、あるいは世界

のいろいろな場所で生きる人々のこと・・・、

一人ひとりがそれぞれの想いを胸に、ゆるや

かにつながって「暗闇のウェーブ」を地球上

に広げよう』というこの取り組みは、人と人、

人と自然のつながりを見直すきっかけともな

ることから、多くの支持・共感を得、2004年

以降、毎年600～700万人が参加している

と言われています。 

　札幌では、2004年、それまで個々に行わ

れていた「キャンドルナイト」の取り組みをよ

り多くの方達に知らせようと、環境活動をし

ているさまざまな団体・個人が集まり、札幌市

との協働のもと、実行委員会を結成し、「さっ

ぽろキャンドルナイト」としてキャンドルナイ

トイベント情報等の集約・発信をおこなって

います。 

　3回目の取り組みとなったさっぽろキャン

ドルナイト2006には、昨年以上の団体・レス

トランのご参加、企業・市民の皆さまのご協力・

ご協賛をいただくことができました。 

　2006年の夏至は、6月21日。お寄せいた

だいた報告を読むと、それぞれのキャンドル

ナイトイベント主催者の皆さんが、工夫を凝

らしてステキなキャンドルナイトを創り上げ

ていらっしゃることや、それぞれの場所で、新

しいつながりが広がっていることが実感され

ます。これらの豊かな取り組みのひとつひと

つが、日本中でゆるやかに繋がっていること

を改めて実感し、さっぽろキャンドルナイトの

意義や奥深さを再確認したところです。 

　この報告書を通して、いくつものステキな

キャンドルナイトと主催者の皆さんの思いを、

より多くの方々と共有することができたら幸

いです。 

  

実行委員長　岡崎 朱実 
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